臨床試験管理センター 副看護師長 by unknown
　4月から徳島大学病院病院長補佐（医歯連携担当）を拝
命受けました小児歯科の岩本勉です。本院は、医学部およ
び歯学部を兼ね備えた国立大学法人が管轄する全国に9
つしかない病院のうちの1つになります。医科と歯科の総合
的理解と調和は健康長寿のために極めて大きな意義を持ち
ます。医科診療部門と歯科診療部門がより強固に連携し、
より先進的な医療を提供できるよう鋭意努力して参りたいと
思います。何卒よろしくお願い申し上げます。
　4月から病院長補佐（教育・研修・地域連携担当）を拝命
しました、血液内科の安倍です。徳島大学病院臨床研修セ
ンター 長も担当しております。地域医療の仕組みや情勢、ま
た研修制度や新専門医制度などの医師育成のシステムは
常に変化しており、大学病院としての対応が求められていま
す。微力ではございますが、病院長のリー ダ シーップのもと職
務を果たすべく頑張る所存ですので、よろしくお願い申し上
げます。
臨床試験管理センター
副看護師長・CRC 明石 晃代（あかいし あきよ）
治験を
実施しています
現在、開発中の医薬品の候補（治
験薬）を用いた治験を、以下の病気
を対象に実施しています。参加いた
だいた患者さんにおけるデータを集
め、有効性や安全性を確認して医
薬品としての「承認」を得ることが治
験の目的ですが、参加いただいた患
者さんにとって良い効果をもたらす
場合もあります。まずは、よく情報を
得ていただきたいと思いますので、
お気軽にお問い合わせください。
問合せ：
臨床試験管理センター
tel.088-633-9294
ちけん君は日本医師会治験促進
センター のキャラクター です。
●肺癌
●腎細胞癌
●尿路上皮癌
●多発性骨髄腫
●急性骨髄性白血病
●脳梗塞
●くも膜下出血
●熱傷
●大うつ病
●筋萎縮性側索硬化症
●てんかん（成人）
●前立腺癌
●加齢黄斑変性
●脊髄損傷後疼痛
　患者さんが治療に使用する薬や医療機器。これらが医療現場で広く使用されるま
でには、長い道のりがあります。そのステップの一つが、治験です。治験とは、開発段
階の薬などを、患者さんに使っていただき、効果や安全性について調べることで、国か
らの承認を得るために行うものを指します。本院では多くの治験が行われており、その
実施に欠かせない存在が「臨床研究コー ディネー ター （CRC）」です。
　本院のCRCは、主に治験の業務に従事しており、そのまとめ役が明石副看護師長です。
「CRCには二つの目線が必要です。一つ目は、治験に参加してくださる患者さんを保護し、
権利を守る目線です。患者さんが安心して治験に臨めるよう、1対1でCRCが担当し、不安
に思っていることがあれば相談窓口となり、患者さんと医師との橋渡しをします。二つ目は治
験協力者としての目線です。法律を守り、治験実施計画書に沿った信頼されるデ ターが収
集できるよう、手順や過程の管理を行います。適正に行われた治験において、従来の薬で
は快方に向かわなかった患者さんに良い効果が現れたときは、患者さんや医師とともに大
きな喜びを感じます。一方で、本来の効果を判断する為に、『プラセボ群』との比較デ ター
が必要な治験もあります。プラセボとは、実際の治験薬ではなく、効果が得られないダミー の
お薬です。患者さんは治験薬とプラセボ、どちらが当たるか分からない状態で治験に参加さ
れます。患者さんの体調、そして想いを共有し、寄り添えるCRCでありたいと思います。」
　本院では治験以外にも、多くの臨床試験が実施されており、診療の場で患者さん
へご紹介する機会が多くなっています。治験や臨床試験が正しく認識されるよう、広
報することもCRCの役割です。本年度も徳島大学病院フォー ラムにて啓発活動を実
施いたしますので、お会いできればうれしいです。
治験は未来への贈り物
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